
事業実施地域・
協力園校

【実施地域】
①えりも町 ②佐呂間町
【協力園校】
①幼：私立幼稚園１園、公立保育所３園 小：公立小学校４校
②幼：公立保育所３園 小：公立小学校３校

架け橋期の
コーディネー
ター等

【配置人数】
①１名 ②１名
【経歴】
①元公立保育所保育士
②元公立小学校長

架け橋期の
カリキュラム開発

会議

【会議委員人数】
①12名 ②13名

【開催数】
①11回 ②６回

【委員属性】
①私立幼稚園長１名、公立保育所長３名、公立小学校長１名、公立小学校教諭１名、有識者１名、 町教育委員会１名、
町子育て担当部局２名、医療関係者１名、保護者１名

②公立保育所長１名、公立小学校長３名、公立中学校長１名、公立高等学校長１名、有識者２名、町教育委員会２名、
架け橋期のコーディネーター１名、町子育て担当部局１名、保護者１名
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架け橋期の
カリキュラム

【開発主体】
①えりも小学校区（１私立幼稚園、３公立保育
所、１公立小学校）

②佐呂間地区（３公立保育所、３小学校）

文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和５年度）

幼稚園 保育所 幼保連携型
地域裁量型 小学校

国立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 国立 公立 私立
施設数 2 37 292 211 579 23 301 3 941 5

園児・
児童数 106 1,003 28,854 52,533 2,129 36,871 1,213 219,609 399

北海道教育委員会
【総人口】 5,139,913人
【主担当部局】 北海道教育委員会義務教育課幼児教育推進センター

（公立幼稚園担当）
【主な関係部局】北海道教育委員会義務教育課

（公立小学校担当）
北海道総務部学事課
（私立幼稚園担当）
北海道保健福祉部子ども政策企画課
（保育所・認定こども園担当）

【自治体 関連URL】 https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gky/yousyousetuzoku.html 
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カリキュラム開発会議

文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和５年度）

■ 会議設置による成果 ■
〔えりも町〕

○ 架け橋期のカリキュラム開発会議を設置したことにより、えりも町が
めざす子ども像や育みたい資質・能力について、教育関係者だけでなく、
関係部局や保護者と共有することができた。

〔佐呂間町〕
○ 架け橋期のカリキュラム開発について、町全体の取組として、目的や

意義を共有し、推進の方向性を確認することができた。
○ 各幼児教育施設・小学校、関係部局が当事者意識をもつことにつなが

り、事業推進のための協力体制を構築することができた。
○ 各幼児教育施設・小学校及び関係部局を介して情報発信をしたことに

より、保護者や地域住民への保小連携の重要性の理解が進んだ。

■ 会議設置による課題 ■
〔えりも町〕

● 架け橋期のカリキュラムを開発するにあたり、保護者の意見を反映さ
せることが難しかったことから、保護者や地域住民とより連携するため
の取組を進める必要がある。

〔佐呂間町〕
● 関係部局は、０歳からの子どもの育ちに係る有益な情報や経験をもっ

ていることから、０歳から18歳の学びの連続性を確保するために、関係
部局とより一層連携を図る必要がある。

● 架け橋期のカリキュラム開発会議において、育みたい資質・能力等に
ついて共通理解を図ったが、引き続き、架け橋期の保育・教育の充実に
向けた保育観・指導観の転換を図っていく必要がある。

「えりも町の架け橋期のカリキュラム方針」

「佐呂間町の架け橋期のカリキュラム方針」

えりも町
〔幼小接続円滑化推進会議〕
・ えりも型子育て全体構想に基づ
 き、架け橋期のカリキュラムの
 方針や実施に向けた支援策につ
 いて協議
・架け橋期のカリキュラム開発に
 係る現状と課題について協議
〔幼小接続カリキュラム検討会議〕
・幼児教育施設、小・中学校、高
 等学校及び教育委員会のネット
 ワークを構築
〔幼小接続ワーキンググループ会議〕
・子どもの実態や「幼児期の終わりま
 でに育ってほしい姿」を基に、育み
 たい資質・能力について協議
・架け橋期のカリキュラムの内容
 を検討

佐呂間町
〔保小接続カリキュラム開発会議〕
・ 架け橋プログラムの取組全体を
 包括する事業テーマについて協議
・架け橋期のカリキュラムの作成
 方針について協議
・架け橋期のカリキュラムの基本
 フォーマットについて協議
・架け橋期のカリキュラム作成上
 の共通の視点について協議

〔保小接続カリキュラムワーキンググループ〕
・「幼児期の終わりまでに育って
 ほしい姿」を手がかりに、子ど
 もの育ちについて協議
・架け橋期のカリキュラムの内容
 を検討

■ 架け橋期のカリキュラムに関する議論 ■

会議の全体統括は、両町とも町教育委員会教育長が担い、教育委員会が主体
となりカリキュラム開発会議を開催。町の教育行政執行方針で示した「めざす
子ども像」や「育みたい資質・能力」等を核に議論。
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架け橋期のカリキュラム

文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和５年度）

「１年目に開発した架け橋期のカリキュラム（小学校版）」

指定地域：えりも町
（指定２年目）

「２年目に見直し・改善した架け橋期のカリキュラム」

■ 開発プロセス ■
〔架け橋期のカリキュラムの開発主体〕

幼小接続ワーキンググループ会議
〔構成員〕

幼児教育施設の保育者、小学校の教員、幼小接続アドバイザー等
〔当初の課題〕

・接続を見通したカリキュラムを作成している幼児教育施設はほぼなし。
・一部の幼児教育施設では、昔ながらの保育観が強く、幼児教育やカリキュラムに対する抵抗感が強い状況。
〔開発に向けたプロセス〕

・幼保職員合同研修を開催し、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」についての共通理解を図るとと
もに、各幼児教育施設の取組等を情報交換するなど、幼児教育施設の横のつながりを構築。

・幼小接続アドバイザーが各幼児教育施設及び小学校を訪問し、それぞれが互いの保育・教育内容を見据
えた保育・教育活動を実施することの重要性について説明。

・幼保小合同研修会を開催し、架け橋期の教育の重要性や架け橋期のカリキュラム、小学校生活科につい
ての理解浸透を図る取組を実施。

・幼小接続ワーキンググループ会議を開催し、子どもの実態や「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
等を手がかりにしながら、えりも町の子どもに育みたい資質・能力について協議。

・幼児教育施設版は、幼小接続アドバイザーが中心となり作成。小学校版は、小学校の教務主任と幼保小
担当教諭が中心となり作成。

■ 架け橋期のカリキュラムの概要・実践 ■
〔実践後の課題〕

・「育みたい資質・能力は、年間を通じて育むものであるため、月ごとに区切られたカリキュラムは活用しに
くい」「カリキュラムに盛り込まれた内容が多く、何をすればよいか分からない」などの声があった。

〔改善点・工夫点等〕
・１年目に開発したカリキュラムは、子どもに育みたい資質・能力を「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」に基づき10項目設定していたが、幼小接続ワーキンググループ会議において、えり
も町の子どものよさと課題を再整理し、「協同性」と「言葉による伝え合い」の２項目に焦点化。

・レイアウトを変更し、架け橋期における取組を視覚的に捉えることができるよう改善。
〔実践による保育・教育の変化・子どもの変容〕

・幼児教育施設では、架け橋期のカリキュラムの重点である「協同性」と「言葉による伝え合い」
を意識した保育が行われるようになり、一人一人の子どもが考えたことを友だちと話し合う姿が
見られるようになり、遊びが広がるようになった。

・小学校では、幼児教育との接続を意識した指導が行われるようになり、幼児教育施設で行ってい
た活動と各教科等の学びがつながり、子どもの学びに深まりが見られるようになった。



■ 架け橋期のカリキュラムの概要 ■
〔工夫点等〕

・幼児教育施設及び小学校の保育・学習内容等とそれにより、育まれる資質・能力を整理
・保育所と小学校で育む資質・能力のつながりを色や矢印で整理
・全ての学習内容等に番号を振り、幼児教育施設の遊びと小学校の学習内容との関連を整理
・育む資質・能力のうち、重点項目については、保小接続の視点や指導方法等を掲載した「解説版」を作成

※指定１年目のため、次年度、開発した架け橋期のカリキュラムについて実践
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架け橋期のカリキュラム

文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和５年度）

「さろまっ子虹の架け橋アプローチカリキュラム
スタートカリキュラム概要版」

「アプローチカリキュラム
スタートカリキュラム解説版」

■ 開発プロセス ■
〔架け橋期のカリキュラムの開発主体〕

保小接続カリキュラムワーキンググループ
（町内３地区に設置）

〔構成員〕
幼児教育施設の保育者、小学校の教員
保小連携コーディネーター等

〔当初の課題〕
幼児教育施設では、昔ながらの保育観が強く、

 幼児教育に対する抵抗感が強い状況。
〔保小接続の共通の視点〕

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」及び
 佐呂間町の子どもに育みたい力「豊かなコミュニ
 ケーション力」
〔開発に向けたプロセス〕

地区ごとにワーキンググループを開催し、
 小学校教員が保育を参観。保育参観で見ら
 れた子どもの育ちについて幼児教育施設の保
 育者と小学校の教員が協議。さらに、「幼児
 期の終わりまでに育ってほしい姿」を手がか
 りに、幼児教育で育まれた資質・能力がどの
 ように小学校の学びにつながるのかについて
 協議。
〔相互理解に当たってのポイント〕
・保小連携コーディネーターが幼児教育施設の
 保育と小学校の授業について互いに理解促進
 を図るための映像資料を作成。
・小学校教員が幼児教育で育まれる資質・能力

について理解を深めるために保育参観を実施。

指定地域：佐呂間町
（指定１年目）



■ 北海道版幼児教育スタートプログラムの策定・普及 ■
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次年度への展望

文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和５年度）

■ 指定地域の次年度の取組 ■
○ 情報共有・活用に関する研究のまとめ

・幼保小の接続に関わる課題の解決に向けて、自治体内や関係機関で子どもの育ちと学びについて情報共有するための体制・
 方法について整理
○ 架け橋期のカリキュラムの実施・検証、改善策等の検討

・幼児教育施設と小学校における架け橋期のカリキュラムの実践に基づく成果・課題の整理及び課題を踏まえた改善策の検討
○ 幼小接続の円滑化プログラム「わがまち版プログラム」の策定

・関係機関における情報共有・活用及び架け橋期のカリキュラムの開発・実践等を通して蓄積した事例に基づき、幼小接続の
 円滑化プログラム（わがまち版）を策定
○ 本事業の取組の成果を家庭や地域に普及・啓発

指定地域の研究成果道内市町村の事例収集

令和６年度
プログラムの策定

道内各地で架け橋期のカリ
キュラム開発等に取り組むた
めの手順、留意点、実践事例
等を示したスタートプログラ
ムを策定

令和７年度～
普及・啓発

スタートプログラムの普
及・啓発を図るための研修等
を実施し、道内各地域におけ
る幼保小の接続の取組を推進

持続的で広域的なものとするための方策を検討
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